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　徳川家康公が行った「利根川の東遷、荒川の西遷」と呼ばれる大規模治水事業はご存知で
しょうか。江戸の発展に大きく貢献した治水事業です。西三河の発展を支えることになる矢作
川においても家康公は、現矢作古川分岐点から油ケ淵流入地までの大地を開削し、今の矢作
古川から川を付け替え、現在の矢作川の川筋を造るなど治水対策に力を注いでいました。
　本市においても、国、県とともに様々な水害対策を実施して安心して暮らせるように取り組
んでいます。現在も、国が矢作川、県が乙川、鹿乗川、砂川などで改修を進めており、市も
六斗目川や鹿乗川上流の支川の改修に向け準備を進めています。
　西三河地域は、自動車産業を中心に高度な産業が集積する日本のものづくりを支える大
変重要な地域です。市民の安全で安心な暮らしと、産業を支えるものづくり拠点を守るため、
国や県へ引続き早期改修の要望を行うとともに、河川・下水道の整備を進め『災害に強く
安全で安心して暮らせるまち』の実現を目指してまいります。

家康公と治水

7/24　国土交通省での
要望活動の様子

河川の安全性向上の
要望詳細はこちら

岡崎市長
中根　康浩

　10台のハードルを飛び越えながら100mを走るタイムを
競う100mハードル。ハードルや走高跳、砲丸投げなど計7

種の競技を行う混成種目、七種競技。そのどちらにおいても
華々しい成績を収めるのは、現在高校3年生の林さんです。
　陸上競技との出会いは小学5年生のとき。市の大会
で100m走に参加し、競技経験が無かったにも関わら
ず優勝。クラブチームから誘いがあり陸上競技を始め
ました。得意種目はやはりハードルで、七種競技もハー

ドルを軸に得点を重ねるプレイ
スタイル。「1台1台越えていく
ときに加速していくのが感じら
れておもしろい」と大好きな
ハードルについて話します。

　6月にはアジア陸上競技選手権大会に出場し、韓国の
地でアジア各国のジュニア選手たちとしのぎを削った林
さん。当日は気合を出すため叫ぶ選手もいて、日本との
雰囲気の違いを感じたといいます。結果として100m

ハードルで優勝、七種競技で2位の大健闘。「他の種目で

優勝した日本人選手を見ていたから、自分も絶対優勝す
るという気持ちで挑んだ。優勝がわかったときはうれし
かった」と振り返ります。
　さらに、8月に北海道で行われた全国高校総体でも、
100mハードルと七種競技で2年連続2冠という偉業を
成し遂げました。前回優勝者というプレッシャーの中で
勝ち取った勝利です。このとき100mハードルで2位だっ
た片山さんは小中高と一緒に陸上競技をやってきた友
人。林さんは「練習では支えあえる仲間であり、試合で
は良きライバルである片山さんの存在が優勝につながっ
た」と話します。
　“実力の差は努力の差”　という言葉を大切にしていると
いう林さん。「努力したことの全てが報われるわけではな
いけれど、やらなきゃ結果はついてこない。やった分だ
け、少しは前に進めると思っている」とアスリートらしい顔
を見せます。今後の目標は、100mハードルで日本人で
は5人しか達成者のいない12秒台を出すこと。大きな目
標に向かって、林さんは今日も突き進みます。




